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新スポ連福岡

よかよかリーグ戦大会が８月１０日、福岡市中央体育館で開

催、「もっと試合を楽しみたい」との声に応えて、全試合リー

グ戦方式（参加ペアが少ない種目は決勝トーナメント採用）で

５～６試合ができる試合方式にしました。種目によっては２台

使用することもあり、午後１時前には総当たりリーグでも終了

することになり、試合方法や使用台数など次回にむけての反省

材料となりました。

大会には９９ペア１９８名が参加（当日３組棄権）、男子４

種目、女子４種目、混合１種目の計９種目に各コートで熱い戦

いが展開されました。各種目の優勝ペアは別表のとおりです。

Ｎo ３ ２０２４・８・２１

よかよかリーグ戦（ダブルス）、開幕
夏の暑さに負けないプレーが各コートで

男子Ｄ級（７０歳以上）は、青木・村田ペア（志摩卓愛）が2連覇

大会成績（ペア名）

男子ＡＢ級優勝 荒木 透・矢崎大智（日曜どうでしょう）

〃 ２位 重 啓介・石橋祐士（Lime Star）

〃 ３位 檜鶴 亮・鬼塚健太（日曜どうでしょう）

男子Ｃ級優勝 深松英二・中島 聡（福岡卓楽会）

〃 ２位 清田圭輔・福島誠司（ヒガシＡ）

〃 ３位 石橋卓二・石橋 清（Ｔ-Rex）

男子Ｄ級優勝 沖胡信二・藤原鉄朗（山大フィフティ）

〃 ２位 黒田孝志・三角郁夫（山大フィフティ）

〃 ３位 新原幸二・熊谷慶一郎（ホットボンズ）

〃 ３位 小橋勝幸・合戸敏郎（卓友会）

男子Ｅ級優勝 青木幸光・村田武敏（志摩卓愛）

〃 ２位 大盛和幸・柿添建一（かわせみ）

〃 ３位 保坂信男・下津宏二（高宮）

女子ＡＢ級優勝 吉岡佐都子・神田明奈（Lime Star）

〃 ２位 小津和真弓・福島千寿（Lime Star）

〃 ３位 杉本美鶴・宮﨑恵子（ルピナス）

女子Ｃ級優勝 西山 緑・深町理恵（サンライズ）

〃 ２位 木下洋子・前川友子（ランタナ）

〃 ３位 矢動丸きく子・森早苗（福岡卓楽会）

〃 ３位 塩崎江里子・橋本真由美（Ａdvance）

女子Ｄ級優勝 渡邉里美・橋口直美（バンデ）

〃 ２位 内村イツ子・坂田由美子（サンライズ）

〃 ３位 湯浅節子・冨永由美子（ラブ・ワン）

女子Ｅ級優勝 冨安エイ子・楢原悦子（フローラ）

〃 ２位 佐々木朝子・原たえこ（ドリーム）

〃 ３位 藤原寿美子・加藤正代（プラチナ）

混合Ｄ級優勝 手嶋安子・牟田好孝（つばき・西）

〃 ２位 吉田智子・古谷幸広（卓友会）

〃 ３位 福岡豊子・内 和博（金山公民館）

〃 ３位 藤本寿美子・石田健助（ロビング）

おめでとう

傘寿（８０）代もがんばる

本大会には８０歳を超える参加者が２４

名。若者（７０歳以下）に負けないプレイ

を随所で見せていました。今年のパリ五輪

卓球の個人戦には還暦を迎えた選手が参加、

１回戦を勝ちあがる活躍を見せていました。

代表にえらばれること自体すばらしいこと

です。生涯スポーツと言われる卓球競技。

８０歳を過ぎても卓球を楽しんでいる方は

たくさん存在しているようです。私たちの

大会にもぜひ参加していただき大会を盛り

上げていただければと願っています。お近

くに該当する方がおられるようでしたらお

声掛けしていただければ嬉しい限りです。

８０歳以上の区分も設置していきたいと考

えています。

今年最後の大会は

団体戦（３単２複）

１２月２２日（日）中央体育館

お待ちしています

日曜日開催です



入賞ペアのみなさん コメント、ひと言

【女子ＡＢ級優勝】やっ

たー！（LimeStar/吉岡・

神田ペア）

【女子Ｃ級３位】楽しかったです。

また来ます（Ａdvance/塩崎・

橋本ペア）

新スポ連は
「いつでも、どこでも、だれもが、そして、いつまでもスポーツ（卓球）を」がモットーです

【女子AＢ級準優勝】うれし

いです（LimeStar/小津和・

福島ペア）

【男子Ｄ級優勝】大変お世

話になりました広島から来

た甲斐がありました（沖胡）

（山大フィフティ/沖胡・藤

原ペア）

【男子AB級優勝】またがんばり

ます（うさぎとかめ/荒木・矢崎

ペア）

【男子AB級準優勝】

７ゲームは長いです

（LimeStar/重・石橋ペア）

【女子E級優勝】優勝できてう

れしいです（フローラ/冨安・楢

原ペア）
【女子Ｅ級３位】ありがとう

ございました（プラチナ/藤

原・加藤ペア）

【女子Ｃ級優勝】ダブルスはガ

マン、忍耐、辛抱（サンライズ/

西山・深町ペア）

【女子Ｃ級準優勝】試合数が

少なかったもっとしたかった

（ランタナ/木下・前川ペア）

【男子C級準優勝】教え子

です、福島君は。楽しい試

合でした。生徒たちにも伝

えたいです/（清田・福島ペ

ア）

【女子Ｅ級準優勝】試合は大

変でした。でも楽しかったで

す（ドリーム/佐々木・原ペ

ア）

【男子C級優勝】優勝、やった
ぜ！（福岡卓楽会/深松・中

島ペア）

【女子Ｃ級３位】また練習

を頑張ります（福岡卓楽

会/矢動丸・森ペア）

【女子Ｄ級優勝】試合進行がス

ムーズで待ち時間もなく楽し

かったです（バンデ/渡邉・橋口

【女子Ｄ級準優勝】親子で頑

張りました。母は８０代です

（サンライズ/内村・坂田ペ

ア）



　

【男子E級準優勝】がんばり

ました（かわせみ/大盛・柿添

ペア）

脳トレのお時間

に入る言葉はなんでしょう？

囲碁＋５＝移住

記録－３＝黄身

離散＋１＝利子

野獣ー１＝

※「スポーツのひろば」９月号より

スポーツ、君が主人公／スポーツ、フェアプレイ／スポーツ、平和とともに

【男子E級優勝】次回も優勝で

きるように頑張ります（志摩

卓愛/青木・村田ペア）

【男子Ｄ級準優勝】次回も参

加します。優勝するよう頑張

ります（山大フィフティ/黒田・

三角ペア）

【混合Ｄ級優勝】ひやひや、

どきどき。なんとか優勝で

きました（つばき・西/手嶋・

牟田ペア）

【混合Ｄ級準優勝】久し振り

の試合でした。いい試合でし

た（卓友会/吉田・古谷ペア）

親子で参加も

本大会には親子でペアを組ん方や別々の種目に参加した方が５組ありましたが、

このうち女子Ｄ級で準優勝した西山・坂田ペア（写真左）。母親の西山さんは８

０代半ばを越える年齢とは思えぬプレーを披露。卓球が趣味と言うだけあって随

所で好プレーが光りました。女子のAＢ級に出場した清田さんは男子Ｃ級の清田

圭輔さんは息子さん。（写真右）「圭輔は教え子と連れてきて、決勝リーグはわ

ずかの差で優勝に届かなかったみたいです」



入会のご案内
（２０２５年４月から２０２６年３月）

入会して大会に参加すれば、エント

リー費が安くなります。通常1,000円が

800円、４大会参加の場合は800円安く

なりますよ。従って、年会費は実質、

1200円です。

みなさんの入会をお待ちしています。

会費は

２,０00円（年間）です

＜1,500円の内訳＞

県連盟 600円

全国卓球協 360円

運営費 1040円
※九州大会、全国大会参加の助成など

２０２５年（令和７年度）大会予定

福岡市内でいつものように４大会（施設の利用調整後に判明します）を予定してい

ますが、糸島市や大野城市、春日市からのチームのみなさんの参加も増えています

ので、この地域での２大会を含めて年間６大会ができれば考えています。当該地域

のチームのみなさんには何かとお世話になるかと思いますがご協力の程よろしくお

願いします。

市内の４大会の日程が確定しましたら、ご相談をお願いすることになりますのでお

力添えをお願いします。

新スポ連の九州地区での活動は、北九州地域、宮﨑県、熊本県、長崎県などで活動、それぞれの

地域で年数回の競技会を開催しています。今年は９月１日に「２０２４年九州スポーツ祭典１Ｄ

２Ｓ団体戦卓球大会」が熊本県立総合体育館で開催されました。この大会は、第６０回全国卓球

選手権大会の予選を兼ねており、九州各県から２０チーム６１人が熱戦を繰り広げました。

１チーム３～４人で構成し、１ダブルス２シングルスの団体戦方式です。各県の愛好者の方々と

試合を楽しめ、交流をすすめていく大会です。福岡地域のみなさんにもこうした大会をめざして参

加してみませんか。会員になれば参加できますよ。来年度の日程、要項等がわかり次第お知らせ

します。

九州ブロックの大会にも参加してみませんか

前回大会の団体戦（２複３単）の結果（優勝）
ー２０２４年３月９日：中央体育館ー

◇男子Ｃ級 福岡卓楽会

（深松英二、中島聡、新屋竜平、中村幸聖）

◇女子Ａ・Ｂ級 かわせみ

（寺井文子、江藤友美、三井玲子、大盛美寿子、

樋渡美紀）

◇女子Ｃ級（１位グループ） Ａdvance

（松嵜朱美、川﨑小依、橋本真由美、塩崎江里子）

◇女子Ｃ級（２位グループ） 高宮

（佐々木のぶ子、本田聖子、カレン、新屋しのぶ）

◇女子Ｃ級（３位グループ） ラブ・ワン①

（湯浅節子、岡部喜代子、八尋幸枝、光井由香）

◇女子Ｄ級（１・２位グループ） プラチナ

（手嶋安子、坂本克代、川山英子、鬼尾照子）

◇女子Ｄ級（３・４位グループ） 卓友会Ａ

（梯光子、小田原光代、堤光子、松永朋子）


